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研究成果の概要（和文）：本研究は、空襲後の都市社会において民間人被災者が、その生存を守り、尊厳を回復
しようとした諸運動を取り上げ、その歴史的意義を明らかにすることを目的とした。本研究の成果としては、第
一に、故杉山千佐子氏が所蔵してきた全国戦災傷害者連絡会資料をはじめ、いくつかの空襲被災者運動に関する
資料を入手整理し、目録を作成して公開の体制を整えたことである。これら目録は４冊にまとめ刊行し頒布し
た。第二に、これらの資料を活用して、1950年代～1980年代における空襲被災者運動の諸潮流とその系譜につい
て明らかにし、その成果を資料とともに展示した。第三に、関連する研究者を招いた研究会活動を通じて、研究
交流を促進した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the historical significance of civilian 
sufferers movements in the bombed cities after World War Ⅱ, taking up the various movements that 
protected their survival and tried to restore dignity. The First, We got documents on several air 
raid sufferers movements, for example, "Zenkoku Sensai Syogai-sya Renraku-kai"(nationwide war-damage
 sufferers liaison conference) held by Chisako Sugiyama. And we opened them to the public, and 
published their catalogs. These were compiled into four volumes and distributed. Secondly, using 
these materials, we clarified the various trends of the air raid victims' movement from the 1950s to
 1980s and their genealogy, and exhibited the results together with the materials. Third, through 
research activities that invited relevant researchers, promoted research exchange.
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１．研究開始当初の背景 
 ベトナム戦争を背景に高まった 1970 年代
の空襲記録運動のなかから、日本における空
襲史研究が始まった。それは被災者市民の視
点から、アジア・太平洋戦争末期の日本都市
への空襲の全体像を解明しようとするもの
であった。その後の空襲史研究では、従来の
一国史的な限界を超え、第一次大戦以来の戦
略爆撃の歴史と空爆する側の論理を、世界史
的な視点から解明する研究成果が生み出さ
れた。２１世紀になってからも「対テロ戦争」
において、市民生活を破壊する空襲が続いて
いる。空襲は現代戦を象徴する攻撃形態であ
り、したがって空襲史研究は、戦争研究の焦
点の一つとなって、現在世界的に活発化して
いるのである。 
 空襲による破壊は、その後の都市と市民を
規定した。空襲の全体像とその歴史的意味を
問うためには、「空襲後」の歴史を視野に収
める必要がある。しかし、これまでの日本の
空襲史研究では、被災市民のその後に十分な
関心を払ってきたとは言い難い。確かに広
島・長崎の被爆者の心身の傷の深さや困難な
生活の実態、その置かれた状況の中から生み
出される思想や運動について、数多くの調査
や研究がなされてきた。しかし広島・長崎以
外の都市空襲で、心身に深い傷を負った民間
人被災者の困難な生活状況や援護・補償を要
求する運動の展開過程に関しては、基礎的な
部分についても不明な点が多いのが現状で
ある。 
 一方、戦争体験者の戦後に関連して、戦争
記憶がいかに形成され、変容を遂げてきたか
を問う研究が、近年活発化している。そこで
は戦場体験・被爆体験の手記やメディアの中
の戦争表象等が検討され、戦争記憶の歴史的
変容とその特質が論じられている。また戦争
の公的な「記憶の場」である戦没兵士の慰
霊・追悼施設をめぐる政治的対抗関係が検討
され、空襲死者のそれについても検討が始ま
っている。ただ、日本の戦争記憶の特質は、
戦後補償をめぐるせめぎあいの過程にも鋭
く顕われていたのであって、これまで取り上
げられてきた旧軍人・軍属や被爆者の運動だ
けでなく、具体的な検討を欠く民間の空襲被
災者の運動を取り上げる必要がある。 
 本研究の研究者は、東京大空襲・戦災資料
センター戦争災害研究室（政治経済研究所付
属）を拠点とする「東京大空襲体験の記録化
と戦争展示」（科研費基盤研究(B)2007 年度
～2010 年度）などの共同研究の研究代表・研
究分担者を務め、東京大空襲関係の資料の整
理と分析により、空襲戦災の実態を明らかに
するだけでなく、「東京空襲・戦災を記録す
る会」の資料整理、全国の平和博物館・平和
展の空襲展示に関するサーベイなど、戦後に
おける空襲記憶の記録化や継承に関わる活
動の資料収集と研究を重ねてきた。しかしな
がら空襲被災者の補償要求運動について正
面から扱っておらず、戦後社会における空襲

に関わる諸運動の全体像を展望するには至
ってはいない。したがって 70 年代以降の空
襲記録運動や記憶の継承に関わる活動の歴
史的位置づけや特質の把握において、必ずし
も十分ではなかった。本研究は、われわれの
これまでの共同研究の成果の上に立ち、それ
を発展させるため、空襲被災者運動の実態解
明に取り組むものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、空襲後の都市社会において民間
人被災者が、その生存を守り、尊厳を回復し
ようとした諸運動（空襲被災者運動と呼ぶ）
を取り上げ、その歴史的意義を明らかにする
ことを目的とする。十分な援護がなされず置
かれていた民間の空襲被災者は、1970～80 年
代に全国戦災傷害者連絡会や日本戦災遺族
会を発足させ、あるいは訴訟を提起するなど、
補償を求める運動を展開した。本研究は運動
当事者の史料を探りだし、彼らがおかれた生
活実態や運動の展開過程を明らかにすると
ともに、その特質を被爆者等による他の戦後
補償要求運動との比較の中で明らかにする。
なお空襲被災者運動の資料は、関係者の高齢
化と運動団体の解散に伴い散逸の危機にあ
る。資料の探索と保全、研究利用の環境を整
えることは、本研究のもう一つの目的である。 
 
３．研究の方法 
(1)運動資料の所在調査と収集・整理・目録
作成・公開： 
 すでに事実上活動を停止した全国戦災傷
害者連絡会の資料（杉山千佐子資料）やその
地域団体（東京・横浜）の資料、名古屋空襲
訴訟原告代理人の資料の寄贈を受け、あるい
は複写して、整理・撮影と目録作成、さらに
は関係者の聴き取り調査を行った。それらは、
運動団体の解散により散逸の危機にあり、ま
た劣化が危惧される８ミリフィルムや写真
のデジタル化を急ぐ必要があった。8ミリフ
ィルムに収められた記録映像『傷痕』につい
ては、ナレーション・インタビュー部分を書
き起こし、映像のインデックスも作成した。 
 そのほか東京における空襲犠牲者遺族の
運動、勤労動員学徒や防空従事者の遺族の運
動、名古屋空襲訴訟の原告代理人・福島啓氏
弁護士の資料等を収集し、多様な空襲被災者
運動の系譜と運動過程を検討した。 
 
(2)空襲被災者の生活実態分析： 
 これまでほとんど明らかにされてこなか
った戦災傷害者や遺族の生活実態を明らか
にするために、杉山資料中の戦災傷害者実態
調査の個票から、記載情報のデータベースを
作成した。また戦災傷害者の手記集『戦争の
語り部として』のデジタルデータ化により、
被災状況や生活実態を知るとともに、それを
どのように表現しようとしているかを、テキ
ストマイニングの手法を使いながら解析す
ることを可能にした。 



 
４．研究成果 
(1)資料目録の刊行と資料公開 
 本研究ではテーマに関連する新史料の発
掘・収集と整理・公開を重視した。後のリス
トに掲げるように 4冊の「空襲被災者運動関
連資料目録」を作成し、収録資料の概要と資
料的価値を示した改題を付した。特に名古屋
空襲訴訟関係資料の目録には、訴訟の展開過
程とその歴史的意義を実証的に論じた論考
を掲載することができた。 
 これらの資料は空襲被災者運動や、ひろく
戦後補償問題に関する研究の資料として重
要であるとともに、空襲体験者の戦後経験を
明らかにする資料として研究者や市民に活
用されることであろう。 
 
(2)多様な空襲被災者運動の系譜とその重層
性 
 収集した資料に基づき、空襲被災者運動の
多様な系譜が徐々に明らかになってきた。従
来、空襲に関わる市民運動として、1970 年代
の空襲記録運動に注目が集まり、それは日本
人の戦争観に影響を与えたとされてきた。そ
して、その広がりの契機は、ベトナム戦争に
衝撃であるとされてきたが、それに先立つ時
期における空襲被災者運動の展開について
は、戦後補償問題の動向と関わっていること
が明らかとなった。また 70 年代以降の空襲
被災者運動に関わっては、保守的な勢力の動
きもあることがわかった。空襲に関わる市民
運動を重層的に明らかにすること必要であ
る。本研究では、残念ながらこのような見通
しを得るところまでで終了した。空襲被災者
運動の全体像を記述する作業は今後の課題
である。 
 以上のような空襲被災者運動の展開に関
する見通しをもとに、特別展「空襲被災者と
戦後日本」を開催した。この展示はメディア
でも関心を呼び、朝日新聞、毎日新聞、東京
新聞、その他で取り上げられた。 
 
(3)民間人戦争被害者の補償問題に関する比
較史 
 研究の過程で、(1)日本原水爆被害者団体
協議会に関する資料の整理と研究を進めて
いる研究者との交流、(2)ドイツにおける民
間時戦争被害者補償問題を研究している研
究者との交流を作り出すことができた。今後
は、比較史のなかで、日本の空襲被災者運動
の特質を浮き彫りにすることも課題である。 
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